
11
月
10
日
、
春
見
公
園
で
第
16

回
春
日
井
民
商
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
し
た
。
天
候
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

ま
し
た
が
、
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
初
登
場
の
中

部
大
学
春
日
丘
高
等
学
校
和
太
鼓

同
好
会
の
太
鼓
演
奏
。

前
年
同
様
、
東
支
部
の
神
取
さ
ん
の
名
司
会
の
も

と
、
民
商
ま
つ
り
が
ス
タ
ー
ト
。

森
山
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
中
部
大
学
春
日
丘
高

等
学
校
軽
音
楽
部
２
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
。

次
に
登
場
し
た
軽
業
ぱ
ふ
ぉ
ー

ま
ぁ
ー
健
山
さ
ん
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
、
黄
色
い
歓
声
が
上

が
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

続
い
て
中
部
大
学
春
日
丘
高
等
学

校
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
に
よ
る
演
技
。

ま
つ
り
初
登
場
の
春
日
井
市
在
住
の
演
歌
歌
手
の

星
陽
子
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
の
あ
と
は
、
ま
つ
り
常

連
と
な
っ
た
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
哲
さ
ん
に
よ
る
風
船
を

使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
が
あ
り
ま

し
た
。
演
目
の
最
後
に
５
年

ぶ
り
の
登
場
と
な
っ
た
春
日

井
西
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
で
、
会
場
と
の
一

体
感
が
う
ま
れ
最
高
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

最
後
は
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
！

今
年
は
、
１
等
「
松
坂
牛
選
べ
る
ギ
フ
ト
」
、
２

等
に
干
物
や
肉
の
ア
ソ
ー
ト
セ
ッ
ト
等
素
敵
な
商
品

が
用
意
さ
れ
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

最
後
に
小
松
実
行
委
員

長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
第
16

回
春
日
井
民
商
ま
つ
り

は
閉
会
し
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
能
登
震
災

支
援
を
テ
ー
マ
に
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー
や

国
保
値
上
げ
反
対
を
訴
え
る

署
名
コ
ー
ナ
ー
、
こ
ど
も

広
場
な
ど
も
設
け
ら
れ
盛

大
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
各

支
部
・
婦
人
の
模
擬
店
も

盛
況
で
た
こ
焼
き
・
み
た

ら
し
団
子
・
焼
鳥
な
ど
、

ど
の
お
店
も
軒
並
み
完
売

し
ま
し
た
。

春
日
井
市
こ
と
ぶ
き
町
一
八
三

☎
八
一
ー
一
四
八
二

FAX
八
一
ー
九
七
五
六

会計 山崎孝亀

第16回民商まつりに過去最高の800名来場！

全国商工新聞(昭和26年11月17日第三種郵便物認可) 付録

毎
年
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
日
高
昆
布

が
今
年
も
入
荷
し
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化

な
ど
で
不
作
で
値
段
が
少
し
上
が
り
ま
し

た
。

大

５
０
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入
り

２
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円

小

２
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㌘
入
り

１
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根
昆
布

３
０
０
㌘
入
り

２
５
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円

９
時
半
に
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い

《
事
前
学
習
会
》

11
月
18
日(

月)

午
後
７
時
（
予
定
）

今
年
は
国
保
値
上
げ
問
題
や
保
健
証
の
「
廃
止
」

な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
・
自
営
業
者
の
実
態
を
行
政
に
直
接
訴
え
る

絶
好
の
機
会
で
す
。
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

5年ぶりの登場、春日井西高の吹奏楽部
アンコールも2曲披露

初登場
春日丘和太鼓同好会

松
阪
牛
ゲ
ッ
ト
！

能登支援のチャリティーコーナー

こ
ど
も
広
場
の
綿
菓
子
チ
ャ
レ

ン
ジ

上
手
に
で
き
た
か
な

若
者
に
大
人
気

健
山
さ
ん


